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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月11日(2008.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタルパイロット信号を受信するステップと、
前記パイロット信号を、前記受信したパイロット信号からのそれぞれ所定の長さの順次的
フレームにフレーム化するステップであり、各フレーム内のデータはパイロット信号ビッ
トのみにより構成されており、前記受信パイロット信号の前記順次的フレーム上の前記所
定のフレーム誤り率が、受信基本チャネルの一定の所定のフレーム誤り率に関連付けられ
るように、前記フレーム化パイロット信号の前記各フレームの前記所定の長さが選択され
るステップと、
少なくとも１つのフレームを、前記パイロット信号の既知のパターンと比較するステップ
と、
前記比較ステップから、前記パイロット信号の送信を制御するためにフィードバックされ
るエラー信号を作成するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
前記エラー信号は、
前記比較ステップが、前記少なくとも１つのフレームが前記既知のパイロット・フレーム
・パターンと異なることを示したとき、前記パイロット信号のＥｂ／Ｎ０電力レベルを増
大させるために送信される逓増信号と、
前記比較ステップが、前記少なくとも１つのフレームが前記既知のパイロット・フレーム
・パターンと同じであることを示したとき、前記パイロット信号の前記Ｅｂ／Ｎ０電力レ
ベルを低下させるために送信される逓減信号とを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記逓増および逓減信号が、前記パイロット信号のＥｂ／Ｎ０電力レベルを増大および逓
減させて、前記受信パイロット信号の前記順次的フレーム上の所定のフレーム誤り率を維
持するために送信される請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記エラー信号が、前記フレーム化パイロット信号と前記既知のパイロット・パターンの
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間の不一致の度合いを示し、アップリンク信号品質の尺度を表す請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記エラー信号の大きさを用いて、通信を続行すべきか、それとも打ち切るべきかが判定
される請求項３に記載の方法。
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